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白馬山御花畑(独立行政法入国立科学博物館　蔵)

開
催
に
あ
た
っ
て

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

志
村
烏
嶺
(
し
む
､
?
う
れ
い
)
本
名
･
寛
(
ひ
ろ
し
)
は
､
明
治

7
(
1
8
7
4
)
年
､
栃
木
県
那
須
郡
鳥
山
町
(
現
那
須
烏
山
市
)

に
生
ま
れ
ま
し
た
｡
｢
烏
嶺
｣
は
こ
の
地
に
ち
な
む
号
で
す
｡

栃
木
県
専
常
師
範
学
校
卒
業
後
､
栃
木
県
の
小
中
学
校
､
師
範

学
校
で
教
員
を
勤
め
､
明
治
S
(
1
9
0
3
)
年
に
長
野
中
学
校
へ

博
物
科
教
師
と
し
て
赴
任
｡
翌
3
 
7
年
8
月
､
日
豊
…
と
出
合
い
ま

す
｡
長
野
市
を
徒
歩
で
出
発
｡
柳
澤
峠
に
立
っ
て
初
め
て
白
馬
連

峰
を
H
の
当
た
り
に
し
､
｢
代
嫡
色
(
た
い
し
ゃ
い
ろ
)
の
断
崖
､
谷

を
埋
め
た
残
雪
夕
陽
に
輝
く
降
頻
､
実
に
荘
厳
を
極
め
た
勇
姿

に
､
突
如
頬
桁
(
ほ
お
げ
た
)
を
ガ
-
ン
と
殴
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た
｡
那
須
､
日
光
､
浅
間
､
八
ヶ
岳
等
か
つ
て
登
山
し
た
両
々

と
は
全
く
桁
違
い
の
代
物
で
あ
っ
た
｣
(
※
-
)
､
と
述
べ
て
い
ま

す
｡
い
よ
い
よ
白
馬
の
核
心
部
､
葱
平
(
ね
ぶ
か
っ
ぴ
､
ち
)
に
室
っ

て
は
､
｢
絢
爛
艶
麗
(
け
ん
ち
ん
え
ん
れ
い
)
な
る
い
わ
ゆ
る
御
花
畑

の
光
景
､
そ
の
実
そ
の
麓
､
何
物
か
よ
-
比
す
べ
き
も
の
ぞ
｡
こ

の
天
の
楽
園
に
進
通
(
し
ょ
う
よ
う
)
す
る
吾
は
∵
小
す
で
に
神
､

身
は
こ
れ
仙
｣
(
※
2
)
と
心
打
た
れ
､
高
向
植
物
研
究
の
道
を
踏

み
出
し
ま
す
｡
写
真
術
の
心
得
が
あ
っ
た
烏
嶺
は
､
こ
の
山
行
で

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
､
わ
が
国
最
初
期
の
山
岳
写
真
家
の
道
も

歩
み
始
め
ま
す
｡
明
治
後
期
か
ち
大
正
初
期
､
近
代
日
本
登
山
の

黎
明
期
(
れ
い
め
い
き
)
に
あ
っ
て
､
高
山
植
物
研
究
と
写
真
撮
影

を
二
大
目
的
と
す
る
山
行
を
重
ね
る
ご
と
に
､
烏
嶺
は
登
山
家
と

し
て
も
名
を
馳
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

山
岳
博
物
館
に
は
､
烏
嶺
が
採
集
し
た
数
多
く
の
高
山
植
物
標

本
や
､
文
書
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
｡

本
展
で
は
高
山
植
物
標
本
を
主
役
に
､
植
物
研
究
者
と
し
て
の

烏
嶺
を
紹
介
し
､
山
岳
写
真
家
､
登
山
家
と
し
て
の
烏
嶺
の
位
置

を
確
か
め
ま
す
｡

ご
高
覧
の
ほ
ど
､
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

※
-
｢
日
本
山
岳
会
創
立
前
后
之
見
聞
｣
一
日
本
山
岳
会
『
山
喜
第
5
0
年
号
)

よ
り

※
2
｢
白
馬
岳
第
一
回
登
山
記
｣
(
前
出
曙
山
共
著
『
や
ま
』
)
よ
り
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白馬岳雪渓(志村烏嶺撮影)

企
画
展
｢
よ
み
が
え
る
一
品
嶺
の
草
花
｣

-
志
村
鳥
嶺
　
旧
蔵
植
物
標
本
-

近
代
日
本
登
山
の
先
駆
害
が
適
し
た
山
の
宝
物
(
前
編
)

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

白
馬
岳
と
の
出
合
い

明
治
3
 
7
(
1
9
0
4
)
年
8
月
1
 
9
日
､
烏
嶺
は
勤

務
先
で
あ
る
県
立
長
野
中
学
の
職
員
清
水
市
太
郎
を

伴
い
長
野
市
を
徒
歩
で
出
発
す
る
　
(
※
-
)
｡

そ
し
て
柳
澤
峠
(
現
長
野
市
鬼
無
里
と
白
馬
村

の
境
､
当
時
の
主
要
道
上
)
　
に
立
ち
､
白
馬
連
峰
の

雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
に
驚
嘆
し
た
｡
理
科
大
学
矢
部
吉

視
が
著
し
た
｢
白
馬
植
物
目
録
｣
　
(
日
本
植
物
学
会

の
植
物
雑
誌
に
掲
載
)
で
､
植
物
が
豊
富
な
こ
と
は

知
っ
て
い
た
の
で
､
つ
い
3
日
ほ
ど
前
に
八
ヶ
岳
に

登
り
､
赤
岳
か
ら
白
馬
連
峰
を
遠
望
し
､
｢
矢
も
盾

も
た
ま
ら
ず
｣
実
行
し
て
し
ま
っ
た
こ
の
白
馬
行
の

最
初
の
衝
撃
だ
っ
た
(
※
1
､
2
)
｡

正
確
な
地
図
も
ガ
イ
ド
も
存
在
し
な
い
当
時
の
こ

と
､
官
有
林
見
廻
り
を
し
て
い
た
北
城
村
細
野
(
班

白
馬
村
八
方
)
　
の
丸
山
常
吉
に
案
内
を
頼
ん
だ
｡
常

吉
は
　
｢
老
体
の
故
を
以
て
｣
､
息
子
広
太
郎
と
丸
山

吉
十
が
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
※
-
)
｡

2
0
日
午
後
4
時
､
葱
平
に
至
っ
た
烏
嶺
は
､
お
花

畑
と
雪
渓
と
山
々
が
織
り
な
す
山
岳
風
景
に
魅
了
さ

れ
､
夢
中
で
植
物
を
採
集
し
､
写
真
を
撮
っ
た
(
※

-
)
｡こ

の
八
ヶ
岳
に
続
く
白
馬
と
の
出
合
い
が
､
烏
嶺

の
そ
の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
｡

晩
年
､
烏
嶺
は
｢
小
島
(
烏
水
)
氏
が
近
代
登
山

の
黎
明
は
槍
ヶ
岳
と
い
う
な
､
ち
､
私
は
近
代
登
山
の

黎
明
は
白
馬
か
ち
と
い
い
た
い
｣
　
(
※
3
)
と
述
べ

て
い
る
｡

こ
れ
は
､
第
1
回
白
馬
登
山
の
成
果
を
も
っ
て
､

著
書
､
雑
誌
､
新
聞
等
で
そ
の
魅
力
を
白
､
圭
日
及
啓

発
し
､
撮
影
し
た
写
真
が
日
本
登
山
界
の
み
な
ち
ず
､

ウ
ォ
ル
タ
ー
･
ウ
ェ
ス
ト
ン
を
介
し
て
白
馬
山
系
と

し
て
は
初
め
て
国
外
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
自
負
か

ち
の
言
で
あ
る
が
､
｢
日
本
近
代
登
山
｣
　
の
定
義
は

と
も
か
く
と
し
て
も
､
こ
の
言
に
は
あ
る
種
の
的
を

獲
た
と
こ
ろ
が
あ
る
｡

明
治
1
 
6
(
1
8
8
3
)
年
に
は
窪
田
畔
夫
(
北
安

曇
郡
長
)
や
渡
辺
敏
(
仁
科
学
校
訓
導
｢
ち
か
､
早

-
も
科
学
的
な
観
点
を
も
っ
て
大
雪
渓
か
ち
登
山
し
､

2
 
2
年
に
は
地
質
学
者
の
大
塚
専
一
ら
が
縦
走
､
2
 
8
年

に
は
小
杉
復
掌
ら
が
小
川
温
泉
か
､
ら
こ
の
山
群
へ
探

検
的
な
登
山
を
行
な
っ
て
い
る
　
(
※
4
)
｡

ま
た
､
長
野
時
代
の
烏
嶺
の
先
輩
格
､
植
物
学
者

に
し
て
､
後
々
矢
沢
米
三
郎
と
と
も
に
長
野
県
理
科

教
育
の
中
核
と
な
る
河
野
齢
蔵
は
3
 
1
年
に
初
め
て
白

馬
に
登
り
､
以
降
烏
嶺
同
様
に
高
山
植
物
研
究
､
野

外
教
育
や
登
山
行
為
普
及
の
格
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
い
る
　
(
※
5
)
　
か
ら
で
あ
る
｡

そ
し
て
信
仰
の
山
を
除
き
､
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々

の
中
で
最
も
早
く
多
く
の
趣
味
的
登
山
者
が
目
指
し
､

山
小
屋
も
整
備
さ
れ
て
ゆ
-
山
の
代
表
が
白
馬
岳
で

あ
っ
た
｡
山
そ
の
も
の
の
魅
力
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
利

便
性
と
と
も
に
､
烏
嶺
ら
パ
イ
オ
ニ
ア
の
普
及
啓
発

活
動
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
※
-
)
志
村
寛
(
1
9
5
7
)
｢
日
本
山
岳
会
創
立
前
后
之
見

聞
｣
､
『
山
岳
藁
5
0
年
号

(
※
2
)
志
村
烏
嶺
(
1
9
5
5
)
｢
高
山
植
物
の
宝
庫
信
濃
の

山
々
｣
､
『
信
濃
毎
日
新
聞
千
月
1
5
日
付
記
事

(
※
3
)
志
村
烏
嶺
(
1
9
5
8
)
｢
近
代
登
山
草
わ
け
の
こ
ろ
｣
､

『
山
と
博
物
館
』
第
3
巻
第
5
号

(
※
4
)
山
と
渓
谷
社
(
2
0
0
5
)
『
日
本
登
山
史
年
表
』

(
※
5
)
長
沢
武
(
2
0
0
-
一
｢
河
野
齢
蔵
と
信
州
理
科
教
育
｣
､

『
新
･
北
ア
ル
プ
ス
博
物
董

植
物
研
究
者
と
し
て
の
鳥
類

烏
嶺
は
生
涯
で
4
0
0
0
種
も
の
植
物
標
本
を
作

製
し
た
と
言
わ
れ
(
※
-
)
､
そ
の
標
本
は
本
人
や

長
男
の
済
美
(
さ
い
び
)
氏
に
よ
り
､
植
物
友
の
会
(
現

社
団
法
人
日
本
植
物
友
の
会
)
を
は
じ
め
､
国
立

科
学
博
物
館
(
T
S
N
)
や
牧
野
標
本
館
(
M
A
R
)
､

栃
木
県
の
佐
野
高
校
資
料
室
､
そ
し
て
こ
こ
市
立
大

町
山
岳
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
｡

烏
嶺
が
活
躍
し
た
明
治
後
期
か
ち
大
正
初
期
の
時

代
は
植
物
探
索
が
盛
ん
で
､
矢
田
部
良
吉
や
松
村
任

三
､
牧
野
冨
太
郎
な
ど
が
研
究
の
た
め
に
長
野
県
を

訪
れ
､
数
々
の
成
果
品
を
あ
げ
て
い
た
｡
ま
た
､
県

内
在
住
研
究
者
で
は
､
明
治
0
0
(
1
8
9
7
)
年
8

月
か
ら
大
町
小
学
校
の
校
長
も
歴
任
し
た
教
育
者
､

河
野
齢
蔵
(
1
8
6
5
-
1
9
3
9
)
　
が
『
高
山

植
物
』
　
や
『
高
山
植
物
の
研
究
』
､
『
日
本
高
山
植

物
図
説
≒
　
『
高
山
植
物
の
培
養
』
な
ど
を
著
し
､
白

馬
岳
で
ウ
ル
ッ
プ
ゾ
ウ
､
シ
ロ
ウ
マ
ア
サ
ツ
キ
､
カ

ラ
イ
ト
ソ
ウ
､
オ
オ
サ
ク
ラ
ゾ
ウ
の
県
内
最
初
の

採
品
を
あ
げ
､
ま
た
長
野
尋
常
師
範
学
校
な
ど
の

教
師
を
勤
め
､
明
治
3
 
5
(
1
9
0
2
一
年
に
信
濃

博
物
学
会
を
創
設
し
た
矢
沢
米
三
郎
(
1
8
6
8
-

-
9
4
2
)
　
は
､
『
中
等
新
植
物
教
科
書
』
　
や
『
植

物
実
験
学
』
､
『
帝
国
植
物
提
綱
』
､
『
日
本
高
山
植
物

名
薬
』
な
ど
を
著
し
､
白
馬
岳
で
ク
モ
マ
ミ
ミ
ナ
グ
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志　　村　　鳥　　類　　　略　年　譜

西暦 刎�~��月日 僖驃��内容 偬�5B�

1874 冖韭�r�2/5 ��栃木県那須郡烏山町に､父.真澄､母.ユウの長男として生まれる 張��

1896 冖韭�#��3/28 �#"�栃木県尋常師範学校卒業小学校本科正教員免許状が下附され､以降､栃木県内の小学校訓導として勤務 張��

1902 冖韭�3R� ��この頃､水戸市内の営業写真家草野金松らから写真術を習得する 張"�

1903 冖韭�3b�ll/24 ��長野県長野中学校に教諭として赴任ドイツ帰りの植物学者､三好学に触発されて｢植物の垂直水平分布｣の研究を志す 張�｣"�

1904 冖韭�3r�4- ��雪融けとともに､休日ごとに飯綱山､戸隠山などに植物採集行を重ねる夏期休暇までに約70品種を培養 張��

8 ��浅間山に続き､旅程を変更して八ヶ岳登山横岳にて高山植物研究に専念する決心をする 張B�

8 ��初の白馬岳登山後に新種とされるヒメウメバチゾウ､シロウマオウキを採集.写真撮影以降､大正4年まで毎年白馬に登る 張R�

1905 冖韭�3��10 ��10月下旬､山岳会(後の日本山岳会)の発起人となる城数馬と高頭式を長野市内で引き合わせ､鼎談する 張r�

10 ��山岳会(後の日本山岳会)発足､入会会員番号18番 張��

ll ��長野市内の写真展覧会で､善光寺の裏で撮影し全紙二倍に伸ばした｢朝ぎり｣が投票で一等となる 張��

1906 冖韭�3��4/5 �3"�山岳会機関誌『山岳』第-年第-号発刊 張��

8 ��高頭式らと｢アルプス三大横断｣登山(白馬岳､針ノ木越え､燕岳～槍ヶ岳縦走) 張R�

1907 冖韭�C��7/15 �32�前田増山との共著『やま』出版 ��

1908 冖韭�C��5/17 �3B�地学協会で行なわれた第1回山岳会大会においで幻灯(スライド)をまじえ｢日本ア)レブス雑感｣と題し講演 張r�

1909 冖韭�C"�3/lO �3R�『高山植物採集及培養法』出版 ��

6 ��『山岳美観』第一輯出版 張��

1912 冖韭�CR�8 �3��木曽御岳､加賀白山登山 張��

1913 ��Y�3"�9/10 �3��『千山萬岳』出版 ��

1922 ��Y�3���5 鼎��6年間の台湾滞在から帰国26年余の教師生活を終え､東京の目黒にて植物園｢素香園｣を経営する 張��

1941 傴ｩ���b� 田r�谷川岳登山○ミヤマウスユキソウを採集する 張��

1954 傴ｩ��#��12 ��植物標本4000種を東大｢植物友の会｣に寄贈､との報道 張2｣B�

1955 傴ｩ��3��ll/26 塔��日本山岳会創立50周年記念晩餐会において､秩父宮妃殿下の御前で｢白馬五十年｣のスピーチ 懲ﾂ�

1956 傴ｩ��3��8 塔"�13回目の白馬岳登山登頂に成功 張b�

1961 傴ｩ��3b�3/7 塔r�逝去 張��

※年齢は満年齢　　※敬称略

*5　志村烏嶺･前田岡山(1907)『やま』

*6　志村烏嶺(1957)｢白馬五十年｣(『岳人』110号)

*7　志村烏嶺(1957)｢日本山岳会創立前后之見聞｣(日本山岳会

『山岳』第50年号)

*8　志村烏嶺(1913)『千山萬岳』

出　典　*1中山胱- (1989)『山岳宗徒烏嶺小伝』
*2　中山耕一(1993)｢烏嶺研究年表　栃木時代の志村烏

嶺｣ (栃木県歴史文化研究会編『歴史と文化』第2号)
*3　東京新聞1954.12.25付

*4　信濃毎日新聞1955.1.15付

ヒメウメパチソウ

サ
､
ミ
ヤ
マ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
､
ク
モ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
､

ム
カ
ゴ
ユ
キ
ノ
シ
タ
な
ど
の
県
内
最
初
の
採
品
を
あ

げ
､
『
信
濃
博
物
学
雑
誌
』
　
に
研
究
の
数
々
を
発
表

し
て
い
る
　
(
※
2
)
｡

烏
嶺
の
研
究
も
ま
た
､
そ
の
雑
誌
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
　
(
※
3
､
4
)
｡

烏
嶺
の
植
物
へ
の
関
心
は
､
生
い
立
ち
と
そ
の
環

境
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
幼
少
の
頃
は
病
弱
で
､

近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
嬉
戯
す
る
こ
･
と
を
好
ま
ず
､

独
り
欝
蒼
と
し
た
城
山
の
山
中
に
入
っ
て
は
草
花
に

親
し
ん
だ
と
言
う
｡
ま
た
ラ
ン
な
ど
の
栽
培
に
熱
中

し
た
の
は
､
租
父
の
趣
味
に
よ
る
影
響
が
大
き
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
　
(
※
5
)
｡

明
治
3
 
6
年
日
月
､
長
野
中
学
に
赴
任
｡
翌
春
､
雪

融
け
と
と
も
に
休
日
と
な
れ
ば
戸
隠
山
や
飯
綱
山
に

登
り
､
高
山
植
物
の
生
品
を
暑
中
休
暇
ま
で
に
7
 
0
種

ほ
ど
集
め
培
養
を
始
め
た
(
※
6
)
｡
こ
う
し
た
高

山
植
物
研
究
の
契
機
は
､
ド
イ
ツ
留
学
の
後
､
東
京

大
学
教
授
に
就
任
し
た
三
好
学
の
｢
植
物
の
垂
直
分

布
｣
　
に
関
す
る
当
時
の
見
聞
に
よ
る
(
※
7
､
8
)
｡

任
地
の
先
々
で
好
適
な
題
材
を
選
ん
で
は
研
究
を
重

ね
て
き
た
烏
嶺
に
と
っ
て
､
長
野
は
高
山
植
物
研
究

の
絶
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

明
治
3
 
7
(
1
9
0
4
)
年
8
月
､
烏
嶺
は
浅
間
山

に
登
る
｡
植
物
の
少
な
さ
に
失
望
し
た
も
の
の
､
頂

上
か
ち
見
た
八
ヶ
岳
の
雄
姿
に
心
ひ
か
れ
､
旅
程
を

変
更
し
て
八
ヶ
岳
に
登
っ
て
し
ま
う
｡
硫
黄
岳
､
横

岳
､
赤
岳
ま
で
-
ま
な
く
､
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ
の
群

落
や
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ゾ
ウ
､
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
､
ア
ラ

シ
グ
サ
､
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
､
ツ
ク
モ
グ
サ
､
コ
マ

ク
サ
､
ツ
ガ
サ
ク
ラ
､
イ
ワ
ウ
メ
､
チ
シ
マ
キ
キ
ョ

ウ
な
ど
の
生
活
状
態
を
観
察
し
､
採
集
し
た
(
※
〓
)
｡

烏
嶺
は
晩
年
､
｢
目
を
と
じ
て
思
い
や
る
私
の
ま

ぶ
た
に
､
あ
り
あ
り
と
浮
び
出
る
の
は
､
あ
の
と

き
に
見
た
花
々
の
姿
で
す
｡
そ
し
て
そ
れ
ら
が
い
っ

せ
い
に
咲
き
に
お
う
､
お
花
畑
の
壮
観
を
初
め
て
目

に
し
た
と
き
の
心
の
ふ
る
え
が
､
私
を
こ
の
世
な
ち

ぬ
別
の
世
界
に
い
ざ
な
い
ま
す
｡
五
十
年
の
歳
月
を

も
っ
て
し
て
も
､
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
感
動
を
与

え
た
高
山
の
宝
石
⊥
同
山
植
物
に
､
こ
の
八
ヶ
岳
登
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山
で
私
は
と
り
つ
か
れ
た
の
で
し
た
｡
｣
と
語
っ
て

い
る
　
(
※
9
)
｡

八
ヶ
岳
で
烏
嶺
は
高
山
植
物
の
研
究
に
専
念
す
る

決
意
を
し
､
赤
岳
か
ら
遠
く
眺
め
た
白
馬
連
峰
へ
と

即
刻
､
歩
も
心
も
向
か
う
の
で
あ
っ
た
｡

明
治
3
 
7
年
8
月
の
初
め
て
の
白
馬
登
山
で
は
､

矢
田
部
に
よ
り
産
地
秘
匿
と
さ
れ
て
い
た
ト
ガ
ク

シ
シ
ョ
ウ
マ
を
絶
崖
に
見
つ
け
て
数
株
を
採
取
し

た
の
を
は
じ
め
､
こ
の
登
山
で
採
集
し
た
植
物
は

1
8
0
種
に
も
の
ぼ
る
｡
当
時
烏
嶺
は
自
ち
で
も

植
物
の
同
定
を
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
､
山
岳

博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
標
本
の
台
紙
に
は
､
｢
牧
野

検
定
｣
　
の
走
り
書
き
が
あ
る
｡
牧
野
と
は
､
当
時

東
京
大
学
助
手
で
あ
っ
た
牧
野
冨
太
郎
(
1
8
6
2

-
1
9
5
7
)
　
の
こ
と
で
あ
る
｡
烏
嶺
は
各
地
で

植
物
を
採
集
し
て
は
牧
野
の
元
へ
さ
く
葉
標
本
を

送
り
､
同
定
を
依
頼
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
最
初

の
白
馬
岳
登
山
で
シ
ロ
ウ
マ
オ
ウ
キ
(
マ
メ
科
)
　
や

ヒ
メ
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
)
　
が
新
種

で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
も
牧
野
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
(
※
1
 
0
､
※
]
)
｡
そ
の
時
の
シ
ロ
ウ
マ
オ

ウ
ギ
　
(
M
A
K
1
3
0
5
7
0
)
　
の
さ
く
葉
標
本

(
s
y
n
l
y
p
e
)
　
は
､
現
在
､
首
都
東
京
大
学

構
内
に
あ
る
牧
野
標
本
館
に
収
め
ら
れ
､
一
緒
に
採

集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
シ
ロ
ウ
マ
オ
ウ
ギ
や
と
メ
ウ

メ
バ
チ
ソ
ウ
の
標
本
は
山
岳
博
物
館
に
も
寄
贈
さ
れ

て
い
る
｡

ま
た
国
立
科
学
博
物
館
に
は
､
烏
嶺
が
採
集
し
た

少
な
く
と
も
3
0
0
点
以
上
の
標
本
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
､
最
初
の
白
馬
登
山
で
採
集
し
た
ハ

ゴ
ロ
モ
グ
サ
　
(
T
S
N
1
2
4
1
4
8
)
　
や
チ
ョ
ウ

ノ
ス
ケ
ゾ
ウ
(
T
S
N
1
2
4
1
4
9
)
､
ツ
ク
モ

グ
サ
(
T
S
N
1
2
4
1
5
3
)
を
烏
嶺
は
､
第
2
 
0

回
膳
葉
展
に
出
展
､
寄
贈
し
て
い
る
｡

そ
の
後
､
大
正
6
　
(
1
9
1
6
)
年
4
月
に
台
湾

へ
渡
る
ま
で
の
長
野
時
代
お
よ
そ
1
 
3
年
間
に
､
毎
年

の
白
馬
岳
の
ほ
か
御
岳
､
木
曽
駒
ヶ
岳
､
乗
鞍
岳
､

槍
ヶ
岳
､
常
念
岳
､
大
天
井
岳
､
燕
岳
､
立
山
､
尾

瀬
燵
岳
､
飯
豊
山
､
磐
梯
山
､
那
須
岳
､
日
光
山
､

白
根
山
､
早
池
峰
山
､
鳥
海
山
､
岩
木
山
､
恐
山
な

ど
に
登
り
､
植
物
採
集
と
研
究
に
精
力
を
注
い
だ
｡

最
後
の
植
物
採
集
は
昭
和
1
 
6
(
1
9
4
1
)
年
､

6
 
7
歳
の
時
｡
谷
川
岳
の
､
､
＼
ヤ
マ
ウ
ス
ユ
キ
ゾ
ウ
で

あ
っ
た
　
(
※
8
)
｡

｢
私
の
歩
ん
で
き
た
道
を
ぶ
り
か
え
っ
て
み
て
､

山
の
霊
気
と
花
の
香
気
に
包
ま
れ
た
人
生
を
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
｡
(
中
略
)
今
は
た
ゞ
､
｢
山

を
愛
し
､
高
山
植
物
を
愛
し
て
く
れ
｣
と
人
々
に
う
っ

た
え
る
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
｡
｣
(
※
9
　
8
 
1
歳
時
)

(
※
1
)
東
京
新
聞
社
(
)
9
5
4
)
｢
六
十
年
来
の
収
集
あ
げ
て

学
会
へ
｣
､
憂
思
新
聞
』
1
 
2
月
2
 
5
日
付
記
事

(
※
2
)
丸
山
利
雄
(
1
9
9
7
)
｢
明
治
時
代
の
主
な
日
本
人
研

究
者
｣
､
『
長
野
県
植
物
萱

(
※
3
)
志
村
寛
(
1
9
0
5
)
｢
ヒ
メ
ウ
メ
バ
チ
サ
ウ

p
a
…
a
s
s
i
a
 
a
【
p
i
c
o
r
 
M
a
k
i
⊃
○
　
に
就
き

て
｣
､
『
信
濃
博
物
学
雑
誌
』

(
※
4
)
志
村
烏
嶺
(
m
①
-
N
)
｢
二
三
の
高
山
植
物
に
就
き

て
｣
､
『
信
濃
博
物
学
雑
誌
』

(
※
5
)
伊
藤
隼
(
)
9
5
8
〓
志
村
烏
嶺
翁
(
下
)
｣
､
『
日
本
山

岳
会
会
報
〓
①
∞
･
-
①
①

(
※
6
)
志
村
寛
(
)
9
5
7
)
｢
日
本
山
岳
会
創
立
前
后
之
見

聞
｣
､
面
岳
』
第
5
0
年
号

(
※
7
)
志
村
烏
嶺
ほ
か
口
述
(
1
9
5
7
)
｢
山
岳
写
真
創
生

記
｣
､
『
岳
人
二
〇
∞
号

(
※
8
)
中
山
新
一
(
-
①
∞
①
)
『
山
岳
宗
徒
烏
嶺
小
伝
』

(
※
9
)
志
村
寛
(
1
9
5
5
)
｢
高
山
植
物
と
と
も
に
六
十
年
｣
､

『
中
学
時
代
』
4
月
号

(
X
S
)
M
a
k
i
n
o
･
T
(
1
9
0
6
)
r
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
S

O

コ

　

〔

亨

の

　

『

一

〇

｢

a

 

o

f

 

J

a

p

a

⊃

｣

『
B
o
t
a
n
i
c
a
-
M
a
g
a
z
i
n
e
T
o
k
y
o
』
2
0

(
※
〓
)
信
濃
毎
日
新
聞
社
(
1
9
5
5
)
｢
高
山
植
物
の
宝
庫

信
州
の
山
々
｣
『
信
濃
毎
日
新
聞
社
千
月
1
5
日
付
記

事

(
X
g
)
M
a
k
i
n
o
.
T
　
(
1
9
0
4
)
r
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s

o
⊃
手
の
『
○
○
r
a
 
o
r
J
a
p
a
つ
｣
『
B
o
〔
a
つ
i
c
a
-

M
a
g
a
N
i
つ
の
｢
O
k
y
o
〓
∞

(
つ
づ
く
)

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
　
峯
村
　
隆

千
葉
　
悟
志
)

山
と
博
物
館
　
第
5
 
2
巻
　
第
6
号

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
五
日
発
行

発
　
行
　
〒
㈱
長
野
県
大
町
市
大
町
人
〇
五
六
1
-

3

市

　

立

　

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

T
E
L
　
〇
二
六
一
-
二
ニ
ー
0
-
一

F

A

X

　

〇

二

六

一

-

二

一

-

二

一

.

一

三

E
I
ヨ
a
i
一
s
a
つ
p
a
k
u
③
c
i
一
y
.
〇
∋
a
c
h
i
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